
この広報誌は、社協会費・共同募金配分金・善意寄付の一部を使って発行しています。

　皆様から寄せられた社協会費が、市内の身近な地域の
福祉活動を支えています。
　真庭市社会福祉協議会は、34か所の地区社協と共に、
互いに見守り支え合える地域づくりをすすめています。
　地域ぐるみで福祉活動に取り組むことで、困りごとを抱え
た世帯に早期に気づき、支え合いに繋げていくことが出来
ます。
　一人でも多くの方に会員として会費にご協力をいただ
き、社協活動を応援していただきますようお願いします。

★一般会員
　お住まいの地域の福祉委員
さんが会費納入についてお願いに伺います。
　会員の輪がもっと広がるよう、新規会員募集につ
いて地域内での声かけにご協力をお願いします。

★特別会員
　社協職員、地域福祉推進委員、地区社協役員が
会費納入についてお願いに伺います。
　ご協力いただきますようお願いします。

★ふるさと会員
　市外の方に真庭市内の社協活動を応援していた
だく新たな取り組みです。
　４頁に詳細を掲載しています。

まにわまにわ
社協だより 20202020

月号月号77

福祉活動を支える福祉活動を支える

社協会員募集中‼社協会員募集中‼
↑三世代で取り組む介護予防。元気☆輝きエクササイズに挑戦!　美川地区社会福祉協議会(落合一色地区）

社協会費にご協力お願いします‼

一般会員(市内の個人・世帯)　
　　　１口　１，０００円
特別会員(法人などの事業所)　
　　　１口　５，０００円
ふるさと会員(市外の個人・世帯）
　　　１口　３，０００円

簡単?!
あれっ、難しいかも?!

会員募集の増強月間

会員募集の方法等

7月～8月

←会費のつかいみちは、２頁～３頁に掲載

福祉委員さん、
いつもお世話に
なります。

（金額は年額です）
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地区社協活動への
助成金,56％
￥7,888,600

地域助けあい事業,2％
￥271,799

社協会員会費
の募集,1％
￥127,953

皆さまからご協力いただいた会費　　 １４，205，5００円は、次の活動に活かされました。

社協会費のつかいみち社協会費のつかいみち

令和元年度

社協会費
14,205,500円

↑みんなで楽しく健康づくりに取り組んでいます。 ↑親子三世代でお餅つき。「地域のつながり」
をつなぎます。 

↑サロン活動などをとおして、お互いを
気遣っていける地域を目指しています。 

↑見守り・声かけなど地域のつながりを
大切にしています。 

↑三世代交流グラウンドゴルフ大会を行い、
地域の交流を深めました。 

↑子どもからお年寄りまで地域の交流を
広めます。 

↑健康づくりのための体操に取り組んでいます。 

↑寄せ植え教室を行いました。
交流が日常につながるよう活動しています。 

宮芝･町西福祉の会

久世まちなか社会福祉協議会

遷喬東地区社会福祉協議会

ひまわり福祉の会 川南地区社会福祉協議会

↑しめ縄づくりを通して三世代交
流を行っています。

↑「わくわくふれあいサンデー」
で三世代が交流しました。

↑「視察研修」災害が発生した時
のため、研修を行いました。

↑三世代でカローリングを楽しみ
ました。 

↑「ウォーキング大会」目的地の
木山神社で記念撮影。

樫邑地区社会福祉協議会米来地区社会福祉協議会

草加部地区社会福祉協議会

水田むらづくりの会

美甘地区地域福祉推進委員会

落合地区社会福祉協議会 天津地区社会福祉協議会

↑三世代交流。みんなでバーベ
キュー大会。 

↑「すこやか教室」みんなで歌を
歌いました。 

↑「男性料理教室」パックご飯、
作ってます。 

津田地区むらづくり推進委員会 木山地区社会福祉協議会

河内地区福祉の村づくり 川東地区社会福祉協議会

美甘美甘 落合落合

久世久世

ありがとう
ございました。
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令和元年度令和元年度

↑「ウォーキングしてマイ弁当」三世代で
リズムジャンプに挑戦しました。

↑三世代交流七夕会。精霊馬（しょうろううま）
づくりに挑戦しました。

余野地区社会福祉協議会

中和地区社協

川上地区社協

城北村づくりの会福祉部 月田地区コミュニティ協議会

八束地区社協

↑「児島風の道」をみんなで歩きました。↑敬老親睦会を行い、親睦を深めました。

↑助けあい会議（年2回）を行い、安心して
生活できる地域を目指しています。

↑80歳以上の方に配食し、大変喜ばれました。

↑富原の文化と手作業の大切さを伝える、
三世代交流お飾り教室。

↑1人暮らしや高齢者世帯の「つどいの会」
で、とっとり花回廊へ行きました。

川西地区社会福祉協議会勝山地区社会福祉協議会勝山地区社会福祉協議会

富原地区高齢者福祉
のむらづくり推進委員会
富原地区高齢者福祉
のむらづくり推進委員会

↑ふれあい交流事業として、グラウ
ンドゴルフ大会を開催しています。

↑交通・生活安全教室を開催しました。

↑赤ちゃん誕生のお祝い訪問を
行っています。

↑「楽しく、安心して暮らせる地域をめざして」
を合言葉に移動交流会を開催しています。

阿口竜王会

呰部地区社協

中津井せんだんの会福祉部 上水田ふれあい助けあい隊

勝山勝山

中和中和 川上川上

八束八束

↑お飾りづくりで三世代交流会を
行いました。

↑地域の安全のため防災講習会を
開催しました。

↑大切な命を守るため救命講習
会を開催しました。

↑お盆の帰省にあわせて魚のつかみ
取り大会を開催しています。

湯原西地区社協 二川ふれあい地域づくり委員会

湯原東地区社協 湯原南地区社協

北房北房

湯原湯原

広報・啓発活動,7％
￥1,024,961

貸出車両の整備,6％
￥927,758

福祉委員活動,5％
￥649,843

社協組織の基盤強化,23％
￥3,314,586

皆さまからご協力いただいた会費　　 １４，205，5００円は、次の活動に活かされました。

社協会費のつかいみち社協会費のつかいみち

↑自治会長、自主防災組織、消防団の
代表者も助けあい会議に加わり、見
守り体制の強化に取り組んでいます。
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「ふるさと会員」「ふるさと会員」 を募集しています！を募集しています！

募集の呼びかけにご協力をお願いします。

　真庭市は、現在高齢化率 38.7％（令和２年４月１日現在）と高齢化が進み、
人口が減少していく中で、お互いの支え合い活動や見守りなど地域で出来る力
を発揮していく取り組みがますます必要な状況です。
　そこで真庭市社協では、「いつまでも安心して暮らせる真庭」をつくるため
会員として社協活動を応援してくださる「ふるさと会員」を募集することとなり
ました。
　市外在住のご親族、お知り合いに「ふるさと会員」の呼びかけにご協力を
お願いします。

お声かけに協
力をお願いし
ます。

「ふるさと会員」ってなに？
市外にお住まいの方で、真庭市社協の地域福祉活動を

ご理解くださり、会費で支援してくださる方のことです。

「ふるさと会費」 は、 どんなことに使われるの？

〇お互い様の助けあい「地域助けあい事業」の推進
〈有料サービスの一例〉

・ゴミ出し

・買い物代行

などちょっとした困りごとを

お手伝いします。

〇福祉委員活動
・地域の見守り声かけなど

〇活動を支える人材を育てる取り組み
・福祉活動の充実、活性化を図る為の研修会などに

　活用します。

↑福祉活動に関する研修会

↑福祉委員による訪問の様子

募集口数：1口　３，０００円
対　　象：真庭市の地域福祉活動を応援してくださる市外在住の方
申込方法：申込書に必要事項をご記入のうえ、メール・ＦＡＸ・郵送で社協本所へ
　　　　　お申し込み、もしくは、各支所窓口へご持参ください。 

　　　　※申込書は、社協のホームページからダウンロードできます。

　　　　また、社協本所・各支所窓口にも用意しています。

送金方法：指定口座へ振込、現金書留、本所・各支所窓口でお受けし
　　　　　ます。詳細は、申込書に記載しています。　　

お問合せ：真庭市社協本所　電話：0867-42-1005
※ご協力いただいた会費は寄付金控除の対象となります。

申込書は
こちらから
＊社協 HP
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地域で支えあう仕組みづくり地域で支えあう仕組みづくり

相談支援・権利をまもり安心した生活を支える活動相談支援・権利をまもり安心した生活を支える活動

ボランティアの育成・支援ボランティアの育成・支援

地区ごと（小地域）の福祉活動地区ごと（小地域）の福祉活動

福祉の心を育む活動福祉の心を育む活動

子育てを応援する活動子育てを応援する活動

福祉用具・車両の貸出福祉用具・車両の貸出

福祉団体の活動の応援福祉団体の活動の応援

組織運営・広報活動組織運営・広報活動

活動を支える財源活動を支える財源

↑学習の後、ソーメン流しを楽しむ子ども達
「うきうき！サマー教室」（勝山）

↑車イス体験教室（遷喬小学校4年生）

←「バースデイフォト」(八束)

令和元年度 事業報告
　地域の方と共に、すべての市民が安心して暮らせる地域づくり
に向けて次の活動に取り組みました。

・地区社協活動と地域助けあい事業の推進、
「助けあい会議」の開催 （34地区社協、63回）
・ふれあい･いきいきサロンの推進（187サロン）
・福祉委員活動の充実　　　　（研修会17回）
・見守りネットワークづくり
　「住民座談会」の開催                （52回）
・地域福祉活動担い手研修会         　  (1回）

・ふくし巡回相談「ふれあいサロンなど身近な場
所での相談支援活動」　　　　　　  （89回）
・日常生活自立支援事業　　　（利用者43人）
・法人後見事業　　　　　  　  （利用者7人）
・生活支援員、後見支援員研修会        （2回）

・災害ボランティア養成講座                (2回）
・災害について考える研修会              （1回）
・夏のボランティア体験事業           （256名）
・ボランティア研修会、交流会の開催    （2回）
・ボランティア団体、市民活動の活動支援
　福祉活動団体への助成　           （12団体）

・サロンの集い                              （3回) 
・配食サービス【美甘】    　             (47回) 
・一人暮らし高齢者の集い【北房、久世】 (8回）
・歳末友愛訪問【落合、久世】      　　  (8回）
・歳末配食サービス【勝山、美甘、蒜山】（7回）
・歳末外出サポート【湯原】         　　 （2回）
・子育て支援事業【蒜山】
　安心して子育てできる地域づくりを考える会（3回）
　バースデイフォト         　　　     　　(7回）
・コミュニティカフェみつがしわ【蒜山】　(21回）  

・小､中､高等学校
での福祉学習助成
        （20校）
・出前福祉体験
 教室の開催
「車イス、点字、
高齢者疑似体験、
手話、ボランティア
講座等」 （20回）

・うきうき！サマー教室の開催「勝山小学区の
子どもの居場所づくり」      　　　   （2回）
・子育て支援団体との情報交換会　   （1回）

・福祉車両の貸出                     （134件）
・福祉用具等の貸出                 （275件）

・老人クラブ連合会、手をつなぐ親の会
　遺族会連合会　　　　　　　　　(3団体)

・理事会、評議員会、監事会の開催 　　(13回）
・委員会の開催　　　　　　　　　  （16回）
　「財務管理委員会、企画事業委員会、広報委員会
　　善意銀行運営委員会、試験委員会等」
・社協だよりの発行                　　（12回）
・社会福祉大会の開催            　　   （1回）
・役職員研修会の開催           　　    （6回）

・善意銀行　 　　 （647件　15,904,960円）
・社協会員会費           　  （14,205,500円）
・赤い羽根共同募金            （6,083,822円）
・歳末助けあい募金             （3,108,151円）

1歳6ヶ月
おめでとう

～支えあいの地域づくり～～支えあいの地域づくり～

＊（　）内は、実績
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令和元年度 事業報告

介護サービス事業介護サービス事業 真庭市からの受託事業等真庭市からの受託事業等

施設の管理運営施設の管理運営

・訪問介護【身体介助・生活援助サービス等】
　　　　　　　　　　　　　　　 （27,099回）
・訪問入浴介護【入浴サービス】　  （1,323回）
・通所介護【デイサービス】     　    （3,127人）
・短期入所生活介護【ショートステイ】 （1,101人）
・特別養護老人ホーム【入所サービス】
　　　　　　　　　　　　　　　  （5,635人）
・居宅介護支援【介護計画の作成支援】
　　　　　　　　　　　　　　　  （2,180人）

・給食サービス　　　　　　　   （11,434食）
・福祉移送サービス　　　　　　  （1,403件）
・心配ごと相談　　　　　　　 　   　（62件）
・お助け訪問【生活援助サービス】 （1,997回）
・元気はつらつデイサービス         （3,001人）
・生活支援短期宿泊事業                  （2人）
・介護予防支援【介護予防計画の作成支援】(131人）                             
・障害者(児)移動　　
　支援 （322人）
・障害者(児）
　訪問入浴 (32回)
・ささえあいデイ
　サービス
         (639人）

・湯原保健福祉センター
・中和デイサービスセンター
・八束老人福祉センター
・川上老人福祉センター他↑ご自宅での入浴介護（訪問入浴）

↑元気はつらつデイサービス(北房）

湯かげんは
いかがですか？

14,205,500

15,904,960

80,164,599

41,914,000

39,849,435

5,940,207

238,495,598

10,648,080

2,658,941

3,638,590

89,257,052

3%

3%

15%

7%

7%

1%

44%

2%

1%

1%

16%

会費

寄附金

補助金

指定管理料

受託金

事業収入

介護保険事業

障害福祉サービス等事業

負担金・その他

積立資産取崩

前期末支払資金残高

科　　目 決算額 割合
328,707,923

46,162,488

51,045,214

13,484,102

9,486,536

4,701,785

89,088,914

61%

9%

9%

2%

2%

1%

16%

人件費

事業費

事務費

助成金

施設整備等

負担金・その他

当期末支払資金残高

科　　目 決算額 割合

※事業報告・決算報告の詳細はホームページに
　掲載しています。

令和元年度　決算報告　　542,676,962円令和元年度　決算報告　　542,676,962円

支　出収　入

～地域の暮らしを支えるサービス～～地域の暮らしを支えるサービス～
＊（　）内は、延べ実績

（単位：円）
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西
　
香
典
返
し
）

【
北
房
支
所
】

池
本
　
　
博（
上
水
田
　
香
典
返
し
）

吉
田
　
都
子（
下
呰
部
　
香
典
返
し
）

山
下
　
久
代（
阿
　
口
　
見
舞
返
し
）

匿
　
　
　
名（
上
水
田
　
篤
志
寄
付
）

宮
本
　
良
男（
上
水
田
　
見
舞
返
し
）

白
鳥
　
孝
雄（
上
中
津
井
　
見
舞
返
し
）

北
川
　
隆
志（
上
水
田
　
香
典
返
し
）

中
川
　
清
一（
上
呰
部
　
香
典
返
し
）

谷
田
　
辰
郎（
宮
　
地
　
香
典
返
し
）

河
部
　
八
重（
宮
　
地
　
見
舞
返
し
）

堀
尾
　
利
道（
上
水
田
　
香
典
返
し
）

花
本
　
和
典（
上
水
田
　
香
典
返
し
）

【
落
合
支
所
】

森
本
　
　
忍（
栗
　
原
　
香
典
返
し
）

福
島
智
惠
子（
平
　
松
　
香
典
返
し
）

西
山
　
　
隆（
木
　
山
　
見
舞
返
し
）

大
倉
　
茂
樹（
落
合
垂
水
　
香
典
返
し
）

首
藤
満
株
江（
上
河
内
　
香
典
返
し
）

首
藤
満
株
江（
上
河
内
　
忌
明
け
）

難
波
　
節
子（
鹿
　
田
　
忌
明
け
）

黒
田
　
安
治（
　
吉
　
　
香
典
返
し
）

黒
田
　
安
治（
　
吉
　
　
忌
明
け
）

湯
浅
　
　
恵（
落
合
垂
水
　
香
典
返
し
）

松
田
　
寿
雄（
栗
　
原
　
香
典
返
し
）

杉
山
　
基
子（
法
界
寺
　
見
舞
返
し
）

【
勝
山
支
所
】

篠
平
　
淳
平（
高
田
山
上
　
香
典
返
し
）

松
尾
　
龍
人（
月
田
本
　
忌
明
け
）

中
芝
　
恒
平（
月
　
田
　
香
典
返
し
）

中
芝
　
恒
平（
月
　
田
　
忌
明
け
）

中
西
　
晃
久（
星
　
山
　
香
典
返
し
）

浦
島
　
俊
博（
本
　
郷
　
篤
志
寄
付
）

【
美
甘
支
所
】

小
林
　
良
平（
黒
　
田
　
香
典
返
し
）

澤
本
　
基
兄（
鉄
　
山
　
香
典
返
し
）

【
湯
原
支
所
】

和
田
　
安
弘（
見
明
戸
　
香
典
返
し
）

和
田
　
安
弘（
見
明
戸
　
忌
明
け
）

渡
辺
美
弥
子（
粟
　
谷
　
香
典
返
し
）

樋
口
　
尋
美（
見
明
戸
　
香
典
返
し
）

樋
口
　
尋
美（
見
明
戸
　
忌
明
け
）

吉
村
　
政
子（
下
湯
原
　
篤
志
寄
付
）

濵
子
加
壽
男（
下
湯
原
　
香
典
返
し
）

中
山
　
直
樹（
本
　
庄
　
香
典
返
し
） 

【
八
束
支
所
】

小
谷
　
典
利（
蒜
山
下
見
　
忌
明
け
）

上
島
　
珠
江（
蒜
山
上
長
田

　
香
典
返
し
）

丸
山
美
砂
子（
蒜
山
上
長
田

　
篤
志
寄
付
）

池
田
　
和
幸（
蒜
山
富
掛
田

　
香
典
返
し
）

【
川
上
支
所
】

法
花
　
佳
和（
蒜
山
上
福
田

　
香
典
返
し
）

　
善
意
銀
行
へ
の
ご
寄
付
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

きょうちゃんのお知らせリレーお知らせリレー

　蒜山地域の活動を紹介します。
「誰でも気軽に集える自分の居場所」として開催している
「コミュニティーカフェみつがしわ」(月2回、第2・4月曜
日、八束老人福祉センター）。新型コロナウイルス感染
拡大防止の影響で、３月からお休みをしています。
　お休みの間、それまで続いてきたつながりを途切れさ
せないため、また元気で会える日を楽しみに、「みつがし
通信」を4月から発行しました。
　この通信発行のアイデアは、みつがしわ参加者有志か
らいただき、作成もしてくださいました。この通信をいつも
参加してくださる方、30名に配布すると「みつがしわがな
くて寂しい」「また始まったら行きたい」といった声をいた
だいています。
　集うことを我慢しないといけない中、私たちは地域の
つながりをあきらめず、未来の“つながり”のために、今後
も工夫して取り組んでいきたいと思います。

みつがし通信です！
集える日を待ってます！

↑蒜山で福祉活動をすすめる職員
写真左から御船専門員(八束)、小谷支所長(蒜山）、
三船専門員(川上)、守岡専門員(中和）

心配ごと相談所（7月の予定）※相談は無料、予約は不要です。

北房（真庭市役所北房振興局）

落合（落合老人福祉センター）

久世（真庭市役所本庁舎）

２2日（水）

9日（木）

２2日（水）

9時～12時

勝山（勝山保健福祉センター）

湯原（湯原保健福祉センター）

八束（八束老人福祉センター）

3日（金）

16日（木）

１0日（金）

9時～12時

※秘密は固く守られます。電話（0867）42－1005

今回は、蒜山を探検!!どんな町づくりをしてるかな？
つながりを続けよう！つながりを続けよう！
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：
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20
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Ｎ
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七夕が近づくと、2年前の西日本豪雨災害の被災地が思い出されます。日常の地域での
つながりが、有事の際にも大きな力になります。様々なつながりを大切にしていきたい
ですね。

　

社
協
蒜
山
地
域
３
支
所(

中
和
・

八
束
・
川
上
）
が
、
６
月
８
日
㈪
「
蒜

山
で
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
地
域

づ
く
り
を
考
え
る
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

子
育
て
中
の
親
、
主
任
児
童
委
員

等
、
子
育
て
支
援
者
９
名
が
八
束
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
集
い
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
、
こ
の
会
が
子
育
て
中

の
親
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
を
参
考
に
、
今
年
度
か

ら
、
蒜
山
地
域
で
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
る
次
の
こ
と
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
し
た
。

❶
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
の
開
催

　

子
ど
も
に
食
べ
さ
せ
た
い
朝
食
や

軽
食
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
し
、
調
理
す
る
。

参
加
で
き
な
い
方
の
為
に
、
動
画
を

配
信
す
る
。

❷
託
児
の
検
討

　

母
親
の
体
調
不
良
等
、
病
院
受
診

時
の
託
児
に
協
力
い
た
だ
け
る
方
に

声
を
か
け
る
。

　

頼
み
や
す
く
預
か
り
や
す
い
環
境

を
考
え
て
い
く
。
医
療
機
関
内
の
キ
ッ

ズ
ス
ペ
ー
ス
等
で
の
託
児
が
可
能
か

相
談
を
す
る
。

❸
子
育
て
情
報
の
発
信

 

「
ひ
る
ぜ
ん
☆
子
育
て
☆
と
く
と
く

通
信
」
を
発
行
し
、
遊
び
や
お
す
す

め
レ
シ
ピ
、
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
等
を

紹
介
す
る
。

　

通
信
を
子
育
て
中
の
世
帯
に
お
届

け
す
る
ほ
か
、
地
域
の
方
に
も
子
育

て
に
関
心
を
持
ち
、
応
援
し
て
ほ
し

い
為
、
回
覧
す
る
。

❹
小
学
生
と
高
齢
者
の
交
流

　

高
齢
者
が
幼
か
っ
た
頃
の
蒜
山
の

暮
ら
し
や
食
、
学
校
の
様
子
な
ど
、

子
ど
も
達
に
伝
え
て
お
き
た
い
情
報

を
集
め
、
次
年
度
以
降
に
小
学
生
と

高
齢
者
の
交
流
が
で
き
る
よ
う
準
備

を
す
る
。

　

社
協
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
会
の

メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

落
合
の
木
山
地
区
、
日
野
上
地
域

自
主
組
織

(

11
自
治
会

)

で
は
、
自

治
会
長
と
福
祉
委
員
が
一
緒
に
な

り
、
地
域
助
け
あ
い
事
業
の
見
守
り

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
地
区
は
69
世
帯
、
高
齢
化
率

が
57
％
と
高
く
、
福
祉
委
員
と
自
治

会
長
の
兼
務
率
は
77
％
で
す
。

　

そ
し
て
、
見
守
り
対
象
者
は
15
世

帯
18
人
と
多
く
、
こ
う
し
た
状
況
か

ら
地
域
自
主
組
織
が
中
心
と
な
り
、

地
域
ぐ
る
み
で
見
守
り
活
動
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
、３
月
末
の
役
員
引
継
会
で
、

役
員
か
ら
見
守
り
担
当
者
が
活
動
を

記
録
す
る
「
見
守
り
シ
ー
ト
」
の
記

入
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
地
区
民
生
委
員
か
ら
、
地
域
の

状
況
や
見
守
り
の
必
要
性
、
活
動
中

に
何
か
あ
れ
ば
連
絡
を
し
て
欲
し
い

と
連
携
が
図
れ
る
よ
う
話
し
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、「
見
守
り
シ
ー
ト
」
を

保
管
す
る
フ
ァ
イ
ル
を
会
で
作
成

し
、
今
年
度
は
見
守
り
担
当
者
に
配

布
し
、
協
力
を
依
頼
し
ま
し
た
。　

　

フ
ァ
イ
ル
に
は
、
６
ヶ
月
間
の
活
動

を
記
録
す
る
「
見
守
り
シ
ー
ト
」
の

他
、
地
域
助
け
あ
い
事
業
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
情
報
の
取
り
扱
い
に
お
け
る

留
意
事
項
が
い
つ
で
も
確
認
で
き
る

よ
う
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

夜
間
の
会
議
に
出
て
来
に
く
い
方

に
は
、
地
域
の
方
が
情
報
を
伝
え
る

こ
と
で
協
力
し
合
っ
て
進
め
て
い
ま

す
。

　

日
野
上
地
域
自
主
組
織
で
は
、
こ

れ
か
ら
も
地
区
の
住
民
が
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
地
域
内

で
見
守
り
の
大
切
さ
を
共
有
し
、
見

守
り
声
か
け
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

↑案を出し合い、話し合うメンバー

子
育
て

蒜
山
地
域
の
実
践
報
告

↑記録した「見守りシート」で社協専門員に報告
する日野上自主組織役員（右）

落
合
支
所
通
信

地
域
ぐ
る
み
の

見
守
り
活
動

見
守
り
活
動

応
援
し
ま
す
！


